
改良型同時異性化発酵法によるキシロース発酵

〒305-8642 茨城県つくば市観音台2-1-12

代表研究者： 榊原祥清
所 属： 食品バイオテクノロジー研究領域

機能分子設計ユニット
問合わせ先： 029-838-8061    sakaki＠affrc.go.jp

技術の特徴
・稲わら、エリアンサス等のバイオマスを原料とした燃料用エタノール生産のための技術。
・通常よりも高温（40℃）において、グルコース・キシロースを高収率で発酵可能。
・酵母自身が持っている遺伝子の改変（セルフクローニング）のみで改良が可能。

研究の内容

今後の展開
・セルフクローニング株、さらには従来型育種株を用いた高効率同時異性化発酵法の確立。
・リグノセルロース系バイオマスからのエタノール以外の有用物質の生産。

参 考
・本研究は、農林水産省委託研究プロジェクト「草本を利用したバイオエタノールの低コスト・
安定供給技術の開発」により実施。
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